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栽培条件 

場所 日本工業大学駒場高校屋上 

 

・日当たり・風当たり良好 

・年間降水量 １７８１．５ｍｍ 

・平均気温   １２．６℃ 

・播種日 ２０１５年 １０月２６日 

 

 

 



利点・欠点 

・利点 

 日当たりが良い 

 ５階のため雑草の種子が飛んできにくい 

 他の部活による影響がなかった 

 

・欠点 

 風が強い 

 風が当たる場所によって成長がかたよった 

 近くにフェンスがあり観察しづらい 

 



気温 



播種   １０月２６日   



１２月にあった事件  

窒素過多 黄化 



麦踏み ２月１６日  



追肥 起生期３月２２日・止葉期４月２７日   



アブラムシ大量発生！！！！！ ３月８日 



テントウムシを放す  ４月１５日 

たまご 



収穫  ６月８日 



脱穀   



現れた生物 



          ～目的～ 
収穫量が多く、質の高いものを作る。 

（主に収穫量を増やし、できればタンパク含有量も増やす。） 

 

表 プランター当たりの硫安量 

基肥（ｇ） 起生期（ｇ） 止葉期（ｇ） 合計（ｇ） 

基準区 １０ １８ １２ ４０ 

研究区 ８ ２７ ２２ ５７ 
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考察 
 草丈や分げつ数、土壌窒素の推移を重ねて考察すると．．． 
 

 

 

     土壌窒素は小麦の成長に 

       関わりがあったと考えられる。 
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麦踏みの効果２ 

全重量 タンパク質含量
調査区　左 103.9 16.8

調査区　右 103.3 16.6
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収量および収量構成要素 

 
処理区 

収量 
 

（ｇ/プランター） 

穂数 
 

(本/プランター） 

１穂粒数 
 

（粒／本） 

千粒重 
 

（ｇ） 

タンパク質  
含量 
（％） 

有効茎
歩合 
（％） 

基準区 218.4 195 31.8 33.8 17.4 61.5 

研究区 216.7 200 31 33.6 20.5 63.2 

有意差 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

＊：５％水準で有意差有り 



リバネスは鳥害が深刻だった。 

日駒では鳥害は無かった。 
 

 

肥料のあげかたに差が出たから？ 

栽培条件の違い？ 
 

 
 

収穫量に差がでたのはなぜ？ 



リバネスとの硫安量の比較 

処理区 基肥（ｇ） 起生期（ｇ） 止葉期（ｇ） 合計（ｇ） 

基準区 １０ １８ １２ ４０ 

研究区 １０ １８ １８ ４６ 

リバネス 

処理区 基肥（ｇ） 起生期（ｇ） 止葉期（ｇ） 合計（ｇ） 
 

基準区 １０ １８ １２ ４０ 

研究区 ８ ２７ ２２ ５７ 

日駒 





まとめ 

・タンパク質含量は日駒の方が数値が高く、目的に 

 掲げた（質を高める）という一つの目標を達成できた。 

・土壌窒素は小麦の生長（起生期）に関わりがみられた。  

・害虫などへの直接行った対処が小麦の生長に関わり 

 があった。 



商品開発 紹介 



感想 
•小麦の粒を数えるのが大変だった。 

•普段育てる機会がない小麦を育てることができた経験を 

 他の植物を育てる際にも応用したい。 

•小麦を育てる苦労がわかりました。 

•自分たちが取っていたデータやデータの取り方などが 

 どれほど大切かわかりました。 

•パン工場に行って、自分たちが育てている小麦が 

 これからどう加工されていくのか勉強になりました。 



展望 
•収穫量が基準区と大差がなかったので、収穫量を増やすた
めのよりよい肥料計画を立てる。 

 

•アブラムシの被害を減らす為のより簡単な対処を検討す
る。 

 

•風速などの小麦の生育に関わるデータをとる。 

 

•定点カメラの設置。 



展望 
•コンパニオンプランツやバンカープランツ 

 に関する研究。 

  例：ソルゴー（ソルガム） Sorghum bicolor 



展望 
•収穫量が基準区と大差がなかったので、収穫量を増やすた
めのよりよい肥料計画を立てる。 

 

•アブラムシの被害を減らす為のより簡単な対処を検討す
る。 

 

•風速などの小麦の生育に関わるデータをとる。 

 

•定点カメラの設置。 



ご清聴ありがとうございました 

   


